
平成１８年１月策定 

石川県知的財産活用プログラムの概要について 

【目 的】 

高等教育機関の集積や知財インフラの集積など本県の特性を活かし、知的財産の

創造・保護・活用を総合的に支援することにより、県内産業の対外競争力を強化 

 

【基本方針と具体的施策】 

（１）ニッチトップ企業育成のための知的財産の戦略的活用 
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※企業の定義 

①「関心がない企業」･････････ 知的財産に関心がない企業 

②「技術志向中小企業」･･･････ 知的財産に関心はあり、技術開発も行っているが、特許取得など具体的な取

組を行っていない企業 

③「ニッチトップ予備軍企業」･ 知的財産の取得など具体的な取組を行っているが、技術的な強みが確立して

いない企業 

④「ニッチミドル企業」･･･････ 技術的な強みが確立しておりニッチトップ企業に向けてあと一息の企業 

 産業革新戦略で既に掲げている施策 

 

① 経営者の意識改革（きっかけづくり） 

・知的財産活用の取組に関する簡易診断 

競合他社の特許取得状況との比較などにより、自社の開発の方向が妥当かどう

か、特許などの知的財産の管理体制が十分かどうかの簡易診断 

・特許マップの作成に対する支援 

より効果的な特許の取得方法の検討、今後の開発分野を見極めるための特許マ

ップの作成支援 
※「特許マップ」とは、膨大な特許情報を、技術動向を探るなど所定の利用目的に応じて、収集・整理・

分析・加工し、かつ図面、グラフ、表などで視覚的に表現したもの 



②戦略的活用の推進 

・知的財産戦略の策定や管理体制の構築に対する支援 

弁理士や知的財産コンサルタントなどの専門家派遣 

・開放特許の活用による事業化可能性調査、実用化に対する支援 

ビジネスプランの事業化や技術的な実現可能性の調査 

技術の実用化・製品化のための開発・改良の支援 

・開放特許の活用等に対する制度融資 

新規事業に関する設備投資や技術開発に伴う特許の集中的な取得資金 

・知的財産活用モデル企業の創出、事例集の作成 

各種支援を通じ知的財産の活用事例集作成、人材育成事業での活用 

③人材の育成 

・知的財産セミナーの実施 

業種別、開発者向けなど対象を絞った具体的事例に基づく実践的セミナー 

工業団地や事業者団体に対する講師派遣型セミナー 

・段階別（初級・中級・上級）の実務者研修の実施等 

知的財産業務従事者や開発者などに対する実務的な研修 

ゼミ形式の研修の検討 

④支援体制の強化 

・知的財産に関する支援制度等を一元的に情報提供するホームページの開設 

知的財産関係機関情報や各種支援制度、セミナー・研修の開催情報など 

・知的財産関係機関の連携強化 

セミナー、相談・情報提供について、日本弁理士会など関係機関の連携を強化 

知的財産の戦略的活用が図られるよう大学の知的財産部門等と連携 

 

（２）模倣品被害等の知的財産トラブルに対する支援の強化 

 

・国際ビジネスサポートデスクにおける模倣品対策事例等の情報提供 

知的財産トラブルの相談、模倣品対策事例などの情報提供 

中国ビジネス研究会等における模倣品対策や事例の検討、情報交換 

・海外展開時の知的財産戦略の策定等に対する支援 

弁理士や知的財産コンサルタントなどの専門家派遣 

 

（３）地域ブランドを創造し、価値を高めていく取組の支援 

 

・農林水産物等の戦略的なブランド化のためのプロジェクトチームによる支援 

生産技術の改良、市場調査、新商品の開発、地域団体商標の取得などの支援 

・地域団体商標を活用し、ブランド価値の向上を図る産地組合等への専門家派遣 

検討会・勉強会に対しする地域ブランド等の専門家や弁理士の派遣 


